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 ご利用 にあたって  

 はじめに 

ADS-BT for Revit トレーニングマニュアル（以下、本マニュアルといいます）の目的は、モデルプランの入力を通

して、ADS-BT for Revit（以下、本システムといいます）の操作の全体の流れをつかむことです。モデルプランを

用いて、与条件設定、斜線・逆日影計算、日影計算、天空率計算までの一連の操作を行います。 

本マニュアルは製品版を対象としています。 

 

 

 基本操作 

○本システムの操作はWindows及び Revitの標準的な操作方法に準拠しています。 

○Windows及び Revitの基本的な操作については、専用のマニュアル及び市販の書籍をご参照ください。 

 

 

 本マニュアルで用いた略語 

略語 正式名称 

法 建築基準法 

令 建築基準法施行令 

ダイアログ ダイアログボックス 

 

 

 本システムの各メニュー 

○ 本システムの各メニューは、Revit メニューの「ADS-BT」又は「ADS-BT（計算）」より選択します。 

 

・「ADS-BT」メニュー 

 

 

・「ADS-BT（計算）」メニュー 
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 本 マニュアルのワークフロー  

○ ワークフローに沿ってモデルプランの入力、各種計算を行います。 

 

 

  

準備 

与条件設定 

日影計算 

斜線逆日影計算 

各種計算に必要な与条件を設定します。 

与条件設定を基に、斜線・逆日影計算を実行

し、建築可能空間を確認します。 

天空率計算 

日影計算を行います。 

天空率算定領域の作成・確認、天空率計算

を行います。 

各種設定、各種計算を行うための準備をしま

す。 
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 モデルプラン概要  

 

 

  

■敷地概要 

計画地 東京都内 

用途地域 準住居地域 

建蔽率/容積率 70％(緩和後) / 400％ 

地盤面高 0.000ｍ 

高度地区 東京都第 3種高度地区 

日影規制 5時間/3時間/4m 

平均地盤面高 0.000ｍ 

 



 

5 

 本 システムの運用について  

 本システムの高さについて 

○本システムの高さの基準は、Revitの内部基準点±0です。 

○「プロジェクト基準点」及び「測量点」とは連動していません。 

 

 

 始点と終点 

○本システムの線分は平面図上の始点と終点によって定義されます。 

○閉じた図形において、図形内側から見て右側が始点、左側が終点です。 

○辺や端点の番号は、図形内側から見て反時計回りに定義されます。 

  

始点 終点 線番号 1 

線
番
号

2 

線
番
号

4 

線番号 3 

端点番号 1 

端点番号 3 端点番号 4 

端点番号 2 

地盤面 2 

建物高さ 

▽Revitの内部基準点±0 

△ 

▽地表面 

地盤面分割線 

地盤面 1 

測定面 

平均地盤面 

道路高 
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 準備をする 
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 準備のワークフロー  

○ 本マニュアルでの準備のワークフローです。 

 

  

Revitの起動 

データインポート モデルプランのデータをインポートします。 

Revitを起動し、テンプレートを選択します。 

マスオブジェクト表示 

計算対象 3Dビュー設定 

平面図ビュー及び 3Dビューにマスオブジェク

トを表示します。 

各種計算を実行する 3Dビューを選択します。 

 ：本システムの操作  ：Revitの操作 

・凡例 



 

9 

 Rev i t を起 動 する  

○ 本マニュアル用の Revitの設定をします。 

 

 

 テンプレートを選択する 

○ 本マニュアルでは Revitのデフォルトテンプレート「建築テンプレート」を使用します。 

 

［操作手順］ 

1） Revit を起動します。 

 

2） 「ファイル」メニューより、「新規作成/プロジェクト」を選択します。 

 

3） 「プロジェクトの新規作成」ダイアログが開きます。 

 

4） 「テンプレートファイル」プルダウンメニューより、「建築テンプレート」を選択します。 

 

5） 「OK」を選択します。 
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 ADS データをインポートする  

○ 本マニュアルでは、インポートした ADS データ（.adsf）の本敷地形状及び建物形状を元に、与条件設定や各

種計算を行います。 

○ ADSデータをインポートすると、本敷地が登録されます。 

○ 本システムにおける高さ制限解析に必要となる敷地形状のことを本敷地と呼びます。 

 

［操作手順］ 

1） 「ADS-BT」メニューより、「インポート」を選択します。 

 

2） 「開く」ダイアログが開きます。 

 

3） 「トレーニングマニュアル用データ.adsf」を選択します。 

 

4） 「開く」を選択します。 

 

5） メッセージダイアログが開きます。 
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6） 「OK」を選択します。 

 

7） 「平面図/レベル 1」ビューに ADSデータの敷地形状の詳細線分がインポートされます。 

 

8） 「マス & 外構」メニューより、「敷地境界線」を選択します。 

 

9） 「敷地境界線を作成」ダイアログが開きます。 

 

10） 「スケッチで作成」を選択します。 
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11） 「修正」メニュー/「描画」より、「選択」コマンドを選択します。 

 

12） 「平面図/レベル 1」ビューで、下図の順番に敷地境界線を選択します。 

 

13） 「修正」メニュー/「モード」より、「編集モードを終了」を選択します。 

 

14） 作成した敷地境界線オブジェクトを選択した状態で、「ADS-BT」メニューより、「インポート」を選択します。 

 

15） 「開く」ダイアログが開きます。 

 

  

① 

② 
③ 

④ 

⑤ 
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16） 3）で選択した ADSデータと同じデータを選択します。 

 

17） 「開く」を選択します。 

 

18） 「ビューの選択」ダイアログが開きます。 

 

19） 「平面図」を選択します。 

※ファミリが「平面図」のビューを選択します。 

 

20） 「OK」を選択します。 

 

21） 「エリアスキームの選択」ダイアログが開きます。 

 

22） 任意のエリアスキームを選択します。 

※本マニュアルでは「建築面積」を選択しています。 
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23） 「OK」を選択します。 

 

24） 「ADS集団規定」ビューに表示が切り替わります。 

 

25） インポートした ADSデータを元に本敷地が登録され、日影規制ラインが自動的に作成されます。 

 

26） 平面図ビュー及びエリアプランが自動作成されます。 

 

・自動作成されるビュー 

 

  

ビューの種類 ビュー名 登録される図形 

平面図ビュー 

ADS集団規定 みなし敷地、規制ライン、道路形状 

ADS用途地域 用途地域領域分割線 

ADS高度地区 高度地区領域分割線 

ADS地盤高 地盤高領域分割線 

ADS日影規制 日影規制領域分割線 

エリアプラ ン

（選択エリアス

キーム名） 

ADS用途地域 エリアオブジェクトで用途地域 

ADS高度地区 エリアオブジェクトで高度地区 

ADS地盤高 エリアオブジェクトで地盤高 

ADS日影規制 エリアオブジェクトで日影規制 

 

本敷地 

日影規制ライン(内側) 

日影規制ライン(外側) 
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 マスオブジェクトを表 示 する  

○ 本マニュアルに必要な表示をするために、平面図ビュー及び 3Dビューの表示設定をします。 

○ 計算対象建物としてマスオブジェクトを使用するので、マスオブジェクトを表示します。 

 

 

 平面図ビューにマスを表示する 

［操作手順］ 

1） プロジェクト ブラウザより、「平面図/ADS集団規定」ビューを選択します。 

 

2）  プロパティの「識別情報/ビュー テンプレート」が「平面図」になっていることを確認します。 

※「平面図」以外になっている場合は、「平面図」に変更します。 

  

 

3） プロパティの「識別情報/ビュー テンプレート」より、「平面図」を選択します。 

 

4） 「ビュー テンプレートを割り当て」ダイアログが開きます。 

 

5） 「ビュー プロパティ」より、「V/Gはモデルに優先」の「編集」を選択します。 
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6） 「表示/グラフィックスの上書き」ダイアログが開きます。 

 

7） 「マス」にチェックを入れます。 

 

8） 「OK」を選択します。 

 

9） 「ADS集団規定」ビューに建物形状のマスが表示されます。 
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 3Dビューにマスを表示する 

［操作手順］ 

1） プロジェクト ブラウザより、「3Dビュー/｛3D｝」ビューを選択します。 

 

2） プロパティより、「識別情報/ビュー テンプレート」で「<なし>」が選択されていることを確認します。 

※「<なし>」以外が選択されている場合は、「<なし>」に変更します。 

 

3） プロパティより、「表示/グラフィックスの上書き」の「編集」を選択します。 

 

4） 「表示/グラフィックスの上書き」ダイアログが開きます。 
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5） 「マス」にチェックを入れます。 

 
 

6） 「OK」を選択します。 

 

7） 「｛3D｝」ビューに建物形状マスが表示されます。 
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 計算対象 3D ビューを設定 する  

○ 各種計算を実行する場合、計算対象 Revitオブジェクトを表示した 3Dビューを登録する必要があります。 

 

［操作手順］ 

1） 「ADS-BT」メニューより、「環境設定」を選択します。 

 

2） 「環境設定」ダイアログが開きます。 

 

3） 「計算対象 3Dビュー名」プルダウンメニューより、「｛3D｝」を選択します。 

 

4） 「OK」を選択します。 
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 与条件を設定する 
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 与条件設定のワークフロー  

○ 本マニュアルでの与条件設定のワークフローです。 

 

 

  
方位の設定 Revitの操作で、真北を設定します。 

境界線条件の設定 

道路・交差点の設定 

用途地域の設定 

高度地区の設定 

日影規制の設定 

緯度・経度の設定 

日照条件の確認 

表出力 

道路境界線の設定をします。 

道路状況・交差点状況を設定します。 

用途地域を設定します。 

高度地区を設定します。 

日影規制条件を設定します。 

緯度・経度を設定します。 

日照条件を確認します。 

各種与条件表を出力します。 
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 方位 を設定する  

○ Revitの操作で真北を設定します。 

 

［操作手順］ 

1) プロジェクト ブラウザより、「平面図/設計 GL」ビューを選択します。 

 

2) 「設計 GL」ビューより、下図のオブジェクトを矩形選択します。 

 

3) 「修正」メニュー/「選択」より、「フィルタ」を選択します。 
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4) 「フィルタ」ダイアログが開きます。 

 

5) 「測量点」のチェックを外します。 

 

6) 「OK」を選択します。 

 

7) プロパティより、「真北の角度」を「5.00°」に設定します。 
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 境界線条件 を設定する  

○ 道路境界線等の条件の設定を行います。 

○ デフォルトは全ての境界線の種類が隣地境界線です。 

 

 

 東側道路を設定する 

［操作手順］ 

1) 「ADS-BT」メニューより、「境界線条件」を選択します。 

 

2) 「ADS集団規定」ビューに切り替わります。 

 

3) 「ADS集団規定」ビューより、下図の敷地境界線を選択します。 

※選択できる境界線は 1辺のみです。 

 

4) 「境界線条件の設定」ダイアログが開きます。 

  

東側の敷地境界線を

選択します 
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5) 「種類」を「道路境界線」に設定します。 

 

6) 「道路幅 1」及び「道路幅 2」を「5.000」ｍに設定します。 

 

7) 「道路高 1」を「0.200」ｍに設定します。 

 

・境界線条件設定項目（詳細はリファレンスマニュアルをご参照下さい。） 

 

8) 「OK」を選択します。 

 

  

項目 概要 

種類 敷地境界線の種類を選択します 

道路幅 1 境界線の始点側の前面道路の幅員を入力します 

道路幅 2 境界線の終点側の前面道路の幅員を入力します 

採用幅種別 道路幅員の採用幅の種別を選択します 

採用道路幅員 採用道路幅員を設定します 

道路高 1 敷地境界線の始点側の前面道路の中心の高さを入力します 

道路高 2 敷地境界線の終点側の前面道路の中心の高さを入力します 

隣地高 隣地高さを入力します 

特定道路 
敷地に対して容積緩和を受ける特定道路がある場合に、特定道路ま

での接道距離を入力します（法 52条第 9項第１号） 

緩和幅 1 
道路高さ制限及び隣地高さ制限の緩和対象となる公園などの実際の

幅員を入力します（令 134条第 1項、令 135条の 3第 1項第 1号） 

緩和幅 2 
北側高さ制限及び高度斜線制限の緩和対象となる水面などの実際の

幅員を入力します(令 135条第 1項第 1号) 
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9) 東側道路の幅員が設定され、日影規制ラインの緩和が反映されます。 

 

 

 北側道路を設定する 

［操作手順］ 

1) 「ADS-BT」メニューより、「境界線条件」を選択します。 

 

2) 「ADS集団規定」ビューに切り替わります。 

 

3) 「ADS集団規定」ビューより、下図の敷地境界線を選択します。 

※選択できる境界線は 1辺のみです。 

  

北側の敷地境界線を選択します 
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4) 「境界線条件の設定」ダイアログが開きます。 

 

5) 「種類」を「道路境界線」に設定します。 

 

6) 「道路幅 1」及び「道路幅 2」を「8.000」ｍに設定します。 

 

7) 「OK」を選択します。 

 

8) 北側道路の幅員が設定され、日影規制ラインの緩和が反映されます。 
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 隅切を設定する 

［操作手順］ 

1) 「ADS-BT」メニューより、「境界線条件」を選択します。 

 

2) 「ADS集団規定」ビューに切り替わります。 

 

3) 「ADS集団規定」ビューより、下図の敷地境界線を選択します。 

※選択できる境界線は 1辺のみです。 

 

4) 「境界線条件の設定」ダイアログが開きます。 

 

5) 「種類」を「隅切辺」に設定します。 

※選択した敷地境界線の両端が道路境界線の場合に設定が適用できます 

 

6) 「OK」を選択します。 

 

この敷地境界線を選択

します 
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7) 隅切が適用され、東側道路と北側道路が交差点になります。 
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 道路 ・ 交差点状況 を設定する  

○ 境界線条件で設定した道路の、接道状況の設定を行います。 

○ 敷地形状によっては、道路斜線の回り込みに影響を与えます。 

○ 本マニュアルでは、交差点設定のみ行います。 

 

［操作手順］ 

1) 「ADS-BT」メニューより、「交差点状況」を選択します。 

 

2) 平面図ビューより、隅切辺を選択します。 

 

3) 「交差点状況の設定」ダイアログが開きます。 

 

4) 下図の形状を選択します。 

 

5) 「OK」を選択します。  

本システムにおける道路形状及び交差点形状は、道路の延長方向または行き止まりの設定であり、

実際の道路形状及び交差点形状とは異なる場合があります。 
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6) 交差点状況が反映され、東側道路と北側道路が T字路になります。 
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 用途地域 を設定する  

○ 用途地域、建蔽率、容積率等を設定します。 

 

［操作手順］ 

1) 「ADS-BT」メニューより、「領域条件/用途地域」を選択します。 

 

2) 「エリアプラン/ADS用途地域」ビューに切り替わります。 

 

3) 「ADS用途地域」ビューより、エリアプランオブジェクトを選択します。 

  

1）タグ周辺にマウスカーソル

を移動します 

2）クロスラインを選択します 
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4) 「用途地域の設定」ダイアログが開きます。 

 

 

5) 「用途地域選択」プルダウンメニューより、「準住居地域」を選択します。 

 

6) 「建蔽率」を「70」％に設定します。 

 

7) 「容積率」を「400」％に設定します。 

 

8) 「OK」を選択します。 

 

  

建蔽率は、角地等の緩和が適用された後の数値を入力します。 

容積率は、低減や緩和が適用される前の数値を入力します。 

容積率低減係数/道路斜線勾配/隣地斜線勾配/隣地斜線高さは、選択した用途地域名に

応じて数値が自動的に割り当てられます。異なる場合は、直接数値を入力します。 
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9) エリアプランオブジェクトに設定が反映され、設定がエリアプランオブジェクトのタグに表示されます。 
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 高度地区 を設定する  

○ 都市計画上の高度地区を設定します。 

 

［操作手順］ 

1) 「ADS-BT」メニューより、「領域条件/高度地区」を選択します。 

 

2) 「エリアプラン/ADS高度地区」ビューに切り替わります。 

 

3) 「ADS高度地区」ビューより、エリアプランオブジェクトを選択します。 

  

1）タグ周辺にマウスカーソル

を移動します 

2）クロスラインを選択します 
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4) 「高度地区の設定」ダイアログが開きます。 

 

 

5) 「高度地区選択」プルダウンメニューより、「東京都 第 3種」を選択します。 

  

「高度地区選択」プルダウンメニューに「無指定」以外が表示されない場合は、「環境設定

プログラム」がインストールされていません。データを保存し、本システムを終了してから

「環境設定プログラム」をインストールして下さい。 

「高度地区選択」プルダウンメニューに該当する高度地区名が無い場合、「ADS 環境設

定を登録編集」を選択し、環境設定プログラムで高度地区を登録します。 
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6) 「OK」を選択します。 

 

7) エリアプランオブジェクトに設定が反映され、設定がエリアプランオブジェクトのタグに表示されます。 
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 日影規制 を設定する  

○ 日影規制条件を設定します。 

 

［操作手順］ 

1) 「ADS-BT」メニューより、「領域条件/日影規制」を選択します。 

 

2) 「エリアプラン/ADS日影規制」ビューに切り替わります。 

 

3) 「ADS日影規制」ビューを縮小します。 

日影規制領域エリアプランオブジェクトの範囲内にのみ、日影計算結果を表示します。 

「ADS-BT」メニューの「計算範囲」より、計算範囲を設定することができます。 

日影規制領域エリアプラン

オブジェクト 
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4) 「ADS日影規制」ビューより、エリアプランオブジェクトを選択します。 

 

5) 「日影規制の設定」ダイアログが開きます。 

 

 

6) 「日影規制条件選択」プルダウンメニューより、「5時間 3時間-4m」を選択します。 

 

7) 「OK」を選択します。 

  

1）タグ周辺にマウスカーソル

を移動します 

2）クロスラインを選択します 
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8) エリアプランオブジェクトに設定が反映され、設定がエリアプランオブジェクトのタグに表示されます。 
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 緯度 ・ 経度 を設定する  

○ 緯度・経度を設定します。 

 

［操作手順］ 

1) 「ADS-BT」メニューより、「計算条件」を選択します。 

 

2) 「計算条件の設定」ダイアログが開きます。 

 

 

 

3) 「都市リスト」より、「東京都」を選択します。 

 

4) 「OK」を選択します。 

  

「都市リスト」に都市名が表示されない場合

は、「環境設定プログラム」がインストールされ

ていません。データを保存し、本システムを終

了してから「環境設定プログラム」をインストー

ルして下さい。 

「都市リスト」に該当する都市が無い場合、

「ADS 環境設定を登録編集」を選択し、環境設

定プログラムで都市を登録します。 
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 日照条件 を確認する  

○ 日影計算・逆日影計算に適用される日照条件を設定します。 

○ 建築基準法で求められる日影計算を行う場合、北海道を除いて設定は不要です。 

 

［操作手順］ 

1) 「ADS-BT」メニューより、「計算条件」を選択します。 

 

2) 「計算条件の設定」ダイアログが開きます。 

 

3) 「日照条件」タブを選択します。 
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4) 日照条件の設定を確認します。 

 

5) 「OK」を選択します。 

  

項目 概要 

太陽赤緯 
節季 24節季の日付と太陽赤緯が登録されています 

度・分・秒 節季で「ユーザー定義」を選択した場合に設定します 

時刻法 

真太陽時 
太陽が 12時に真南にあるとする時刻法です 

確認申請を行う場合に選択します 

中央標準時 
ある時刻における実際の太陽の位置を算定する時刻法です 

近隣説明を行う場合等に選択します 

均時差 
「中央標準時」を選択した場合に設定可能です 

理科年表等で調べた上で、値を入力します 

測定時間 日影計算の「開始時間」及び「終了時間」を設定します 

測定ライン 日影規制ラインを設定します 
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 与条件設定 を出力する  

○ 各種与条件設定を製図ビューに出力します。 

 

［操作手順］ 

1) 「ADS-BT（計算）」メニューより、「出力」を選択します。 

 

2) 「表の選択」ダイアログが開きます。 

 

3) 「各種与条件表」にチェックを入れます。 

 

4) 「確定」を選択します。 

 

5) 「処理中」ダイアログが開き、出力が開始します。 

 

 

6) 確認ダイアログが開きます。 
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7) 「OK」を選択します。 

 

8) 各種与条件表の製図ビューが作成されます。 

 

  



 

46 
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 斜線逆日影計算をする 
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 斜線逆日影計算のワークフロー  

○ 本マニュアルでの斜線逆日影計算のワークフローです。 

  

斜線逆日影計算 複数の計算タイプで斜線逆日影計算を実行

します。 

建物高チェック 建物が各種斜線制限に適合しているかチェッ

クします。 

斜線計算式確認 斜線制限の計算式及び斜線勾配マスを確認

します。 
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 斜線逆日影計算 をする  

○ 斜線逆日影計算は 3つの計算タイプがあります。 

○ 斜線計算と逆日影計算を組み合わせて計算を実行することができます。 

 

 

 斜線計算をする 

○ 斜線計算を実行するための条件を設定します。 

○ 計算結果が斜線メッシュで表示されます。 

 

［操作手順］ 

1) 「ADS-BT（計算）」メニューより、「斜線逆日影計算」を選択します。 

 

2) 「斜線逆日影計算の設定」ダイアログが開きます。 

 

 

  

敷地の大きさや、求める計算の精度によってメッシュのピッチを設定します。 

メッシュのピッチが細かいほど精度が上がりますが、計算時間もかかります。 

メッシュのピッチの設定に応じて、メッシュサイズが変わります。 
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3) 「計算タイプ」より、「斜線計算」にチェックを入れます。 

 

4) 「計算ピッチ」を「0.500」に設定します。 

 

5) 「基準辺」より、「敷地辺」にチェックを入れ、「3」を選択します。 

 

6) 「OK」を選択します。 

 

  

メッシュの基準方向となる辺を設定します。 

最大幅員の道路境界線を選択するとアイソメ図でメッシュが見易くなります。 

各計算タイプの概要は下記の通りです。 

計算タイプ 概要 

斜線 各種斜線計算のみ実行します 

斜線+逆日影（低層） 各種斜線計算と低層タイプの逆日影計算を実行します 

斜線+逆日影（高層） 各種斜線計算と高層タイプの逆日影計算を実行します 

逆日影（低層） 低層タイプの逆日影計算のみ実行します 

逆日影（高層） 高層タイプの逆日影計算のみ実行します 
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7) 「3D」ビューが開き、斜線メッシュが表示されます。 

 

※メッシュの色が表示しない場合は、「表示スタイル」を「シェーディング」等に変更して下さい。 

※本マニュアルでは建物が表示されていますが、通常は建物入力前に計算を実行します。 

  

メッシュの色で高さを規定している高さ制限を確認することができます。 

「斜線逆日影計算の設定」ダイアログに影響域凡例が表示されています。 
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 逆日影計算をする 

○ 逆日影計算を実行するための条件を設定します。 

○ 本マニュアルでは、「逆日影計算（低層型）」を実行します。 

 

［操作手順］ 

1) 「ADS-BT（計算）」メニューより、「斜線逆日影計算」を選択します。 

 

2) 「斜線逆日影計算の設定」ダイアログが開きます。 

 

3) 「計算タイプ」より、「逆日影計算（低層型）」にチェックを入れます。 

 

4) 「OK」を選択します。 

 

5) 「｛3D｝」ビューが開き、斜線メッシュが表示されます。 

 

  

逆日影計算（低層型）と逆日影計算（高層型）の違いは下記の通りです。 

 

逆日影計算（低層型） 計算範囲全体のボリュームを抑えて逆日影計算を実行します 

逆日影計算（高層型） 計算範囲の一部に、ボリュームを集中させる高層範囲を設け

て逆日影計算を実行します 
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・逆日影計算（低層型） 

 

・（参考）逆日影計算（高層型） 
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 斜線逆日影計算をする 

○ 斜線逆日影計算を実行するための条件を設定します。 

○ 本マニュアルでは、「斜線計算+逆日影計算（高層型）」を実行します。 

 

［操作手順］ 

1) 「ADS-BT（計算）」メニューより、「斜線逆日影計算」を選択します。 

 

2) 「斜線逆日影計算の設定」ダイアログが開きます。 

 

3) 「計算タイプ」より、「斜線計算」と「逆日影計算（高層型）」にチェックを入れます。 

 

4) 「OK」を選択します。 

 

5) 「｛3D｝」ビューが開き、斜線メッシュが表示されます。 
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・斜線計算+逆日影計算（高層型） 

 

・（参考）斜線計算+逆日影計算（低層型） 
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 斜線逆日影計算結果を削除する 

○ 斜線メッシュを削除します。 

 

［操作手順］ 

1) 「ADS-BT（計算）」メニューより、「斜線逆日影計算」を選択します。 

 

2) 「斜線逆日影計算の設定」ダイアログが開きます。 

 

3) 「削除」を選択します。 

 

4) 確認ダイアログが開きます。 

 

 

5) 「OK」を選択します。 

 

6) 斜線メッシュが削除されます。 
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 建物高 チェックをする  

○ 建物が入力されている場合に、各種斜線制限に適合しているかチェックします。 

○ 計算対象の高さ制限は、道路高さ制限、隣地高さ制限、北側高さ制限、及び高度地区による制限です。 

○ 計算対象 Revitオブジェクトの配置から、後退距離を自動的に算出し、反映します。 

 

［操作手順］ 

1) 「ADS-BT（計算）」メニューより、「建物高チェック」を選択します。 

 

2) 「建物高チェック」ダイアログが開きます。 

 

3) 「計算」を選択します。 

 

4) 「｛3D｝」ビューが開き、各種斜線制限に不適合の部分が赤色のマスで表示されます。 

 

  

計算ピッチを細かくすると、建物高チェックの精度が上がります。 
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 建物高チェック結果を削除する 

［操作手順］ 

1) 「ADS-BT（計算）」メニューより、「建物高チェック」を選択します。 

 

 

2) 「建物高チェック」ダイアログが開きます。 

 

3) 「削除」を選択します。 

 

4) 建物高チェック結果マスが削除されます。 
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 斜線計算式 を確認する  

○ 指定した点に適用される斜線制限の計算式及び斜線勾配マスを表示します。 

○ 適用斜線制限の種別ごとに、「斜線逆日影計算」の凡例に準じた色で表示します。 

 

［操作手順］ 

1) 「ADS-BT（計算）」メニューより、「斜線計算式」を選択します。 

 

2) 「斜線計算式」ダイアログが開きます。 

 
 

3) 「追加」を選択します。 

 

4) 平面図上で、任意の位置を指定します。 

 

5) 選択した位置の斜線計算式が表示されます。 

 

6) 「Escキー」で操作を終了します。 
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7) 「｛3D｝」ビューを選択します。 

 

※斜線勾配マスの色は、斜線逆日影凡例に準じます。 

 

 

 斜線計算式を削除する 

［操作手順］ 

1) 「ADS-BT（計算）」メニューより、「斜線計算式」を選択します。 

 

2) 「斜線計算式」ダイアログが開きます。 

 
 

3) 「削除」を選択します。 

 

4) 斜線計算式が削除されます。 
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 日影計算をする 
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 日影計算のワークフロー  

○ 本マニュアルでの日影計算のワークフローです。 

 

 

  

規制ラインチェック 日影規制ライン上における、日影規制の適否

の判定を行います。 

時刻日影計算 

等時間日影計算 

日影時間確認 

時刻日影を計算し、時刻日影形状図を作成

します。 

等時間日影を計算し、等時間日影図を作成

します。 

日照定規を用いて、特定点の日影時間を確

認します。 

表出力 各種表を出力します。 
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 規制 ラインチェックを実 行 する  

○ 日影規制ライン上に等ピッチのチェックポイントを作成し、日影規制の適否の判定を行います。 

○ 等時間日影計算と比較して、短い計算時間で適否の結果を得ることができます。 

 

［操作手順］ 

1) 「ADS-BT（計算）」メニューより、「規制ラインチェック」を選択します。 

 

2) 「規制ラインチェック計算の設定」ダイアログが開きます。 

 

 

3) 「OK」を選択します。 

 

4) 「｛3D｝」ビューが開き、規制ラインチェックポイントが作成されます。 

ピッチを細かくすると、規制ラインチェックの精度が上がります。 
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※本マニュアルの計画では、不適合箇所があります。 

  

規制ラインチェックポイントの見方は下表の通りです。 

表示 判定 判定基準 

 
適合 

日影規制時間に余裕が 5分以上です 

 
日影規制時間の余裕が 5分未満です 

 
不適合 日影規制時間を超えています 
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 時刻日影計算 を実行する  

○ 時刻日影を計算し、時刻日影形状図を作成します。 

 

［操作手順］ 

1) 「ADS-BT（計算）」メニューより、「時刻日影計算」を選択します。 

 

2) 「時刻日影計算の設定」ダイアログが開きます。 

 

3) 「計算」を選択します。 

 

4) 「ADS集団規定」ビューが開き、時刻日影図が作成されます。 

  

緯度・経度、太陽赤緯、計算範囲が正しいか確認します。 
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 等時間日影計算 を実行する  

○ 等時間日影を計算し、等時間日影図を作成します。 

○ 本マニュアルでは「規制時間計算（メッシュ法）」で計算します。 

 

 

 メッシュ法の計算範囲を作成する 

［操作手順］ 

1) 「注釈」メニューより、「詳細 線分」を選択します。 

 

2) 描画方法で、「長方形」を選択します。 

 

3) 「ADS集団規定」ビューに、10ｍラインを全て囲むように長方形を作成します。 
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 等時間日影計算を実行する 

［操作手順］ 

1) 「ADS-BT（計算）」メニューより、「等時間日影計算」を選択します。 

 

2) 「等時間日影計算の設定」ダイアログが開きます。 

 

 

3) 「計算方法選択」プルダウンメニューより、「規制時間計算（メッシュ法）」を選択します。 

 

4) 「計算」を選択します。 

 

5) 「等時間図計算の確認」ダイアログが開きます。 

 

  

各計算方法については、リファレンスマニュアルを参照して下さい。 
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6) 「OK」を選択します。 

 

7) 「ADS集団規定」ビューで、計算範囲として作成した長方形詳細線分の各辺を選択します。 

 

8) 「終了」を選択します。 

  

① 

② 

③ 

④ 



 

70 

9) 「処理中」ダイアログが開き、日影計算が開始します。 

 

 

10) 「ADS集団規定」ビューが開き、等時間日影図が作成されます。 

 

※本マニュアルの計画では、不適合箇所があります。 
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 日影時間 を確認する  

○ 日影の影響を把握するための特定点を平面図上の任意の位置に登録します。 

○ 登録した特定点上で日照定規を作成することで、日影時間を確認することができます。 

 

 特定点を登録する 

［操作手順］ 

1) 「ADS-BT（計算）」メニューより、「特定点」を選択します。 

 

 

2) 「日影特定点編集」ダイアログが開きます。 

 

 

3) 「追加」を選択します。 

 

4) 平面図上で、下図の 3点を指定し、特定点を登録します。 

 

5) 「Escキー」で操作を終了します。 

 

6) 「OK」を選択します。  
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 日照定規を作成する 

［操作手順］ 

1) 「ADS-BT（計算）」メニューより、「日照定規」を選択します。 

 

2) 「日照定規の設定」ダイアログが開きます。 

 

 

3) 「OK」を選択します。 

 

4) 「日影時間」パレットが開きます。 

 

 

5) 「選択」を選択します。 

 

6) 「｛3D｝」ビューが開きます。 

 

7) 特定点を選択します。  
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8) 日照定規が作成され、「日影時間」パレットに選択した特定点の日影時間が表示されます。 

 

9) 「日影時間」パレットより、「×」を選択し、「日影時間」パレットを閉じます。 
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 各種表 を出力する  

○ 日影計算に関する各種表を製図ビューに出力します。 

 

 

［操作手順］ 

1) 「ADS-BT（計算）」メニューより、「表出力」を選択します。 

 

2) 「表の選択」ダイアログが開きます。 

 

3) 「日影特定点リスト表」、「日影基準倍率表」及び「日影建物高倍率表」にチェックを入れます。 

 

4) 「確定」を選択します。 

 

5) 「処理中」ダイアログが開き、出力が開始します。 

 

 

6) 確認ダイアログが開きます。 
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7) 「OK」を選択します。 

 

8) 「ADS日影特定点リスト表」、「ADS日影基準倍率表」及び「ADS日影建物高倍率表」製図ビューが作成さ

れます。 

 

 

 日影特定点リスト表を確認する 

［操作手順］ 

1) 「製図ビュー（詳細図）」より、「ADS日影特定点リスト表」を選択します。 

 

2) 「ADS日影特定点リスト表」が開きます。 

 

3) 日影特定点リストを確認します。 

 

  

特定点の日影時間が表示されます 
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 日影基準倍率表を確認する 

［操作手順］ 

1) 「製図ビュー（詳細図）」より、「ADS日影基準倍率表」を選択します。 

 

2) 「ADS日影基準倍率表」が開きます。 

 

3) 日影基準倍率表を確認します。 

 

 

 

 日影建物高倍率表を確認する 

［操作手順］ 

1) 「製図ビュー（詳細図）」より、「ADS日影建物高倍率表」を選択します。 

 

2) 「ADS日影建物高倍率表」が開きます。 

 

3) 日影建物高倍率表を確認します。 
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 日影図 を非表示にする  

○ 次章の天空率計算の準備として、日影図を非表示にします。 

 

 

［操作手順］ 

1） プロジェクト ブラウザより、「平面図/ADS集団規定」ビューを選択します。 

 

2） 非表示にする図形または詳細グループを選択します。 

 

3） 右クリックメニューより、「ビューで非表示＞要素」を選択します。 

 

4） 手順 2）～3）を繰り返し、各種日影関連図を非表示にします。 

 

5） プロジェクト ブラウザより、「3Dビュー/｛3D｝」ビューを選択します。 

 

6） 手順 2）～3）を繰り返し、各種日影関連図を非表示にします。 
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 天空率計算をする 
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 天空率計算のワークフロー  

○ 本マニュアルでの天空率計算のワークフローです。 

 

 

  

天空率算定領域生成 

天空率算定領域確認 

簡易設定で、方式を選択して天空率算定領

域を自動生成します。 

天空率計算 

位置確認指定点確認 

自動生成した天空率算定領域を確認します。 

天空率計算を行います。 

位置確認指定点を確認します。 

表出力 各種表を出力します。 
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 天空率算定領域 を生成する  

○ JCBA方式による天空率算定領域を自動生成します。 

 

［操作手順］ 

1) 「ADS-BT（計算）」メニューより、「天空率」を選択します。 

 

2) 「天空率計算」パレットが開きます。 

 

 

3) 「簡易設定」を選択します。 

 

4) 「簡易設定」ダイアログが開きます。 

 

 

5) 「初期化」を選択します。 
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6) 確認ダイアログが開きます。 

 

7) 「はい」を選択します。 

 

8) 「方式選択」プルダウンメニューより、「JCBA方式」を選択します。 

 

9) 確認ダイアログが開きます。 

 

「はい」を選択します。 

 

10) 道路境界線に JCBA方式の設定が適用されます。 

  

「JCBA方式」または「東京方式」を選択できます。 

「基本処理」や「適合始点・終点処理」、「測定点始点・終点処理」の設定が変更されます。 

各設定項目は手動での設定も可能です。 
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11) 「更新」を選択します。 

 

12) 天空率算定領域が自動生成されます。 

 

  

背景が水色の行が道路境界線を、背景が白色の行が天空率算定領域を示します。 

上記リストでは、「境界線 No1」の道路境界線から「領域 No1及び 2」の天空率算定領域が生成

され、「境界線 No3」の道路境界線から「領域 No3」の天空率算定領域が生成されていることを

示しています。 
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 天空率算定領域 を確認する  

○ 「簡易設定」ダイアログで自動生成した天空率算定領域を確認します。 

 

［操作手順］ 

1) 「簡易設定」ダイアログより、各天空率算定領域を選択します。 

 

2) 各天空率算定領域を確認します。 

 

・天空率算定領域 No1 

 

  

東側道路（幅員 5.000ｍ）に対して、令 132条 1項が適用される区域の天空率算定領域です。 

北側道路境界線から 16.000ｍ（北側道路の幅員 8.000ｍの 2 倍且つ 35ｍ以内）の範囲と、東側

道路の中心から 10ｍを超える範囲に、道路幅員を 8.000ｍとみなした適合建築物が生成されてい

ます。 

東側道路境界線始点側の適合建築物の端部は、道路境界点を超えて隣地境界線まで延長して

います。 

西側は適用距離までが適合建築物の範囲となっています。 

測定点は適合建築物の最大幅に端点が設定されています。 

16
.0

00
ｍ

 

（2
×

8.
00

0ｍ
） 

10ｍ 

適用距離 
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・天空率算定領域 No2 

 

 

  

東側道路の中心から 10ｍ以内の範囲で、令 132条 3項に該当する区域の天空率算定領域です。 

東側道路境界線始点側の適合建築物の端部は、道路境界点を超えて隣地境界線まで延長していま

す。 

西側は適用距離までが適合建築物の範囲となっています。 

測定点は適合建築物の最大幅に端点が設定されています。 

16
.0

00
ｍ

 

（2
×

8.
00

0ｍ
） 

10ｍ 
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・天空率算定領域 No3 

 

 

3) 自動生成した天空率算定領域が適切であると確認できました。  

北側道路の天空率算定領域です。 

南側は適用距離までが適合建築物の範囲となっています。 

測定点は適合建築物の最大幅に端点が設定されています。 

16
.0

00
ｍ

 

（2
×

8.
00

0ｍ
） 

10ｍ 

適
用
距
離
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 天空率計算 を実行する  

○ 天空率計算を実行します。 

 

 天空率計算を実行する 

［操作手順］ 

1) 「簡易設定」ダイアログより、「閉じる」を選択します。 

 

2) 「天空率計算」パレットより、「計算」を選択します。 

 

3) 「天空率計算の設定」ダイアログが開きます。 

 

 

4) 「計算 1（積分計算）」タブを選択します。 

 

5) 「全領域」にチェックを入れます。 

  

「全領域」にチェックを入れて天空率計算を実行すると、

全ての天空率算定領域を一括で計算します。 
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6) 「計算 2（求積計算）」タブを選択します。 

 

7) 「計算対象とする領域」より、「全領域」にチェックを入れます。 

 

8) 「計算対象とする測定点」より、「計算 1の最小差点から 3ポイント」にチェックを入れます。 

 

9) 「OK」を選択します。 

 

10) 天空率計算が開始します。 

  

「全領域」にチェックを入れて天空率計算を実行すると、

全ての天空率算定領域を一括で計算します。 

「計算 1 の最小差点から 3 ポイント」にチェックを入れて天

空率計算を実行すると、計算 1 の結果が不利な順に 3 ポ

イントを計算 2の対象とします。 
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 天空率計算結果を確認する 

［操作手順］ 

1) 「天空率計算」パレットより、計算結果を確認します。 

 

・天空率算定領域 No1 計算 1 

・天空率算定領域 No1 計算 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

天空率算定領域選択プルダウンメニューより、結果を表示する天空率算定領域

を選択します。 

 
「計算 1」タブを選択します。 

 

 

全ての測定点で天空率の規定に適合しています。 

 

 「計算 2」タブを選択します。 

 

 

最終的な適否の判断は「計算 2」の「計-適」欄の値で行います。 

初期設定では「計-適」欄が 0.020％以上で適合となります。 
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・天空率算定領域 No2 計算 1 

 

・天空率算定領域 No2 計算 2 

 

・天空率算定領域 No3 計算 1 
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・天空率算定領域 No3 計算 2 

 

2) 全ての天空率算定領域で天空率の規定に適合していることが確認できました。 
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 位置確認指定点 を確認する  

○ 確認申請に提出の必要な「正射影図位置確認表」（以下、位置確認表といいます）の位置確認指定点を確

認します。 

 

［操作手順］ 

1) 「天空率計算」パレットより、「領域 1」の「計算 2」を選択します。 

 

2) 「天空率算定領域リスト」より、「測定点番号 5」を選択します。 

 

  

ここでは近接点である測定点 No5を選択します。 

「計算 2」が計算されている測定点を選択します。「計算 2」が計算されていない測定点は位置

確認線が表示されません。 

位置確認線を確認する天空率算定領域を選択します。 
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3) 平面図及び 3Dビューに適合建築物及び計画建築物の位置確認線が表示します。 

 

4) 「天空率計算」パレットより、「位置確認」を選択します。 

 

5) 「位置確認線」ダイアログが開きます。 
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6) 適合建築物の位置確認指定点を確認します。 

 

 

7) 位置確認指定点を選択すると、平面図及び 3Dビューに選択が反映されます。 

 

  

位置確認表の「建物高さ」は測定点からの高さです。Revitの±0からの高さではありません。 
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8) 「位置確認線」ダイアログより、「計画」を選択し、計画建築物の位置確認指定点を確認します。 

 

9) 位置確認指定点を選択すると、平面図及び 3Dビューに選択が反映されます。 

 

10) 「位置確認線」ダイアログより、「OK」を選択します。 

  

位置確認指定点は、天空図に投影した場合の建築物の外形をなす点となるため、「天空率に影響を

及ぼす建築物の部分はどのあたりか」という、ボリューム検討用として利用することが可能です。 
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 天空率算定結果 を出力する  

○ 天空率計算に関する各種表を出力します。 

 

［操作手順］ 

1) 「天空率算定領域リスト」より、「測定点番号 5」を選択します。 

 

2) 「天空率計算」パレットより、「表出力」を選択します。 

 

3) 「表選択」ダイアログが開きます。 

 

4) 「天空率領域リスト」及び「天空図」にチェックを入れます。 

 

5) 「OK」を選択します。 

 

6) 「処理中」ダイアログが開き、出力が開始します。 

 

三斜求積図、三斜求積表、位置確認表を出力する測定点を選択します。選択した測定点の属

する天空率算定領域の天空率測定点リスト及び各測定点天空図が出力されます。 

三斜求積図、三斜求積表、位置確認表を出力する場合は、「計算 2」が計算されている測定点

を選択します。ここでは、天空率算定領域 No1 の近接点である「測定点番号 5」を選択してい

ます。 
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7) 「ADS天空率領域リスト」及び「ADS天空率」製図ビューが作成されます。 
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 天空率領域リストを確認する 

［操作手順］ 

4) 「製図ビュー（詳細図）」より、「ADS天空率領域リスト」を選択します。 

 

5) 「ADS天空率領域リスト」が開きます。 

 

6) 出力された表及び図を確認します。 

※選択した測定点の属する天空率算定領域の表及び図形が出力されています。 

 

 

 

  

・天空率測定点リスト 

・天空率領域条件表 

・全天空図一覧 
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 天空図を確認する 

［操作手順］ 

1) 「製図ビュー（詳細図）」より、「ADS天空図」を選択します。 

 

2) 「ADS天空図」が開きます。 

 

3) 出力された表及び図形を確認します。 

 

 

 

 

 

・適合建築物及び計画建築物、天空率位置確認表及び計画建築物天空率三斜求積表 

・適合建築物及び計画建築物、三斜求積天空図 



 

 

  



 

 

＜Memo＞ 
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